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ラ・フォンテーヌ『寓話』における自
己の尊重

酒　井　　　栞

本稿ではラ・フォンテーヌ『寓話』が
「自己重視の生き方」を勧めていると仮
定し、土台となったイソップ寓話との相
違点、著者自身の生涯や当時の社会との
関連を探りつつ、寓話詩に加味された著
者独自の人生観、理想の生き方について
考察した。
第 1章では、本作が他者との関係にお
いて自己責任を前提とし、自衛を勧める
とともに対等関係の構築を説いているこ
とを指摘した。金貸しや恩知らずに言
及する寓話は軽率な慈心からくる他者へ
の干渉を戒めるものであり、助け合いを
テーマとする寓話はそこに打算的思考を
認め、各人が「自己」として尊重される
対等関係を推奨するものである。こうし
た傾向から、著者は人間関係において個
人の自立を重要視していると結論した。
第 2章では、自立の基盤となる自己へ
の理解と信頼を説く寓話詩に着目した。
自己以外に頼った者が自力で問題を解決
する描写や梃子・ヘラクレス等のアレゴ
リーは、人間のもつ潜在能力の価値を訴
え、宗教に対し懐疑を向けるものと推察
する。
また自己理解と現状への満足を促す寓
話は、17 世紀の危機における処世術の
教示であると同時に、人間より「自己の
生に集中」できる動物の再評価、動物機

械論への反論でもあると思われる。
第 3章では、本作に読み取れる死生観
に基づき、ラ・フォンテーヌの理想の生
き方と本作に込められた意図を考察し
た。作中で見られる死の擬人化は人間が
死に対し何らかの介入ができることを暗
示しており、死の恐怖を認めた上で死に
際の潔さを評価する著者の見解を踏まえ
ると、彼が偏に現在享受している生を尊
び、carpe diemの思想通り、後悔無き
よう日々楽しむことを理想としたことが
分かる。彼は『寓話』の全篇を通して人
間の弱さだけでなく強さをも示し、個々
人に眠る可能性を「自己の尊重」によっ
て見出すことを説いた。本作は、日々を
懸命に生きる人々に向けた敬意と激励の
書である。

ミラン・クンデラ『緩やかさ』におけ
る物語の 3つの階層

菅　野　梨　夏

『緩やかさ』は初めてクンデラ自身が
フランス語で執筆した小説であり、そ
れまでの 7部構成ではなく 51 の断章に
よって構成されている。この小説は、18
世紀に書かれたドゥノンの小説『明日は
ない』に対する考察があり、それを現代
において再現する 20 世紀の物語があり、
さらにその物語に作家とほぼ同一人物と
みなせる語り手とその妻ヴェラが登場人
物の一員として介入する、というよう
に、3つの階層をもっている。本論文で
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は、この 3つの階層がどのように影響し
あっているかを考察する。
3 つの章はそれぞれの階層に対応す
る。第 1章ではまず、この小説が『明日
はない』の単なる模倣ではなく、エピク
ロスの快楽主義、快楽主義の不可能性を
示したラクロの『危険な関係』、現代に
おける自己イメージへの執着という文脈
を踏まえた上でのパロディであることを
示す。次にドゥノンの小説に登場する若
い騎士と彼の分身であるヴァンサンとい
う青年を比較し、騎士が考察対象からク
ンデラ的「英雄」へと変化する過程をた
どる。
第 2章ではクンデラ作品において一貫
している抒情と叙事の対立という観点か
ら、ヴァンサンについて考察する。彼の
師であるポントヴァンが世界を客観的
に捉える叙事的な人物であるのに対し、
ヴァンサンが世界を主観的にしか見るこ
とのできない叙情的な人物であること
が、彼が繰り広げるメタファーに表れて
いる。その一方で、ヴァンサンがただの
滑稽な人物にならないような工夫がされ
ていることを示す。
第 3章では語り手と妻ヴェラが物語に
介入する場面を扱う。彼らの介入は物語
の進行を引き止め、小説の主題を明確に
している。それがもっとも顕著になるの
が、ヴェラが夫の書く小説のせいで悪夢
を見る場面である。ヴェラの語り手に対
するまじめであれという忠告は、現代人
が冗談を理解できなくなっていることへ
の皮肉であると同時に、「真に受けない」
という小説を読むときの態度を読者に示
している。

アンドレ・ブルトン「ナジャ」の心理
的分析―シュルレアリスムにおける理
想像としてのナジャという女性―

丸　山　智　大

本論では、シュルレアリスム小説とし
て位置付けられる特異な作品「ナジャ」
の分析を、ヒロインであるナジャに注目
して行った。作品の構造をまず明らかに
し、そこから彼女がどのように描かれて
いるか、ブルトン（シュルレアリスト）
にとって彼女がどのような存在であった
かを考えた。同時にブルトンの他作品に
ついても多く参照し、彼の思想に迫っ
た。
第一部では、シュルレアリストたちに
とって大きな意味を持っていた「不可
思議」や「驚異」といった概念が、「ナ
ジャ」でも重要な役割を担っていること
を明らかにした。ブルトンはナジャの存
在を一つの「不可思議」として捉え、彼
女を様々な神秘的象徴（メリュジーヌ、
人魚など）になぞらえて表現した。ま
た、「ナジャ」で語られるエピソードで
はブルトンと他者の出会い（共謀関係）
を通じて、その場にいない未知の第三者
の存在が暗示される。彼は、他者との関
わりの中で真の自己を探ろうとした。
第二部では、メリュジーヌ伝説に登場
する妖精メリュジーヌと重ね合わされた
ナジャについて分析した。彼女（メリュ
ジーヌ）の下半身は自然界と繋がって
超常的な力を使うことができ、その上半
身は一般的な女性の姿であった。ナジャ
は、生粋のシュルレアリストのような特
異な能力を持ち、狂気と理性を統合した
存在であった。
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第三部では、ナジャとブルトンそれぞ
れが理想とする愛に注目した。ただ一人
の理想的女性への愛を探求していたブル
トンに、ナジャは排他的かつ相互的な愛
の理想を示した。彼にとって最も他者と
の結び付きを強固にするのが愛であり、
ナジャによってその強大な力を再認させ
られたのである。


